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　９月定例会議の初日に提出された議案のうち、
一般会計補正予算（第２号）について、市長からの
要請により、初日のうちに審議、議決いたしました。

初日に可決された議案（補正予算）

◆�ツキノワグマ被害等特別対策事業費
　補正額6,000千円
　近年、全国的にヒグマ及びツキノワグマ、イノ
シシによる人の生活圏への侵入が相次いでおり、

人身被害も多く発生している。こうした状況を受
け、改正鳥獣保護管理法の９月１日施行に伴い、
人の日常生活圏での銃猟をすることを可能とする
「緊急銃猟制度」が創設された。緊急銃猟制度の安
全な運用体制を整備するための必要経費を補正す
るもの。

　

　令和７年９月市議会定例会議は、９月１日から
９月22日までの22日間にわたり開催されました。
　定例会議初日の９月１日には、学校体育館のエ
アコン整備を来年度の予定から前倒しして実施す
る経費やツキノワグマ被害等特別対策事業の経費
など総額24億1,470万円余の２つの令和７年度
一般会計補正予算など議案24件及び報告８件が
市長から提出されました。
　また、一般会計補正予算のうち、ツキノワグマ

被害等特別対策事業については、初日のうちに採
決を行い、原案のとおり可決しました。
　５日から４日間にわたり行われた一般質問には
13人の議員が登壇し、市政の諸課題に関する質
問がなされました。10日には、工事請負契約の
件の追加議案１件が提出され、さらに、令和６年
度決算に関する議案を審査するため決算特別委員
会を設置しました。最終日の22日には、６件の
追加議案が提出されたほか、各委員長報告、討論、
採決が行われました。提出された議案については、
いずれも原案また
は決算のとおり可
決あるいは認定、
同意されました。

令和７年度
補正予算など31件可決
～９月定例会議の概要～

定例
会議

　９月定例会議では、議長及び議会選出の監査委
員以外の全議員で構成する決算特別委員会を設置
し、令和６年度の決算を審査しました。
　各常任委員会と所管を同じくする分科会により
詳細な審査を行った後、議場で全体会の総括質疑
を行い、その後、令和６年度決算について認定す
べきものとする
採決を行い、定
例会議最終日の
本会議において
認定されました。

◆総括質疑の内容（一部）
問：�信夫ケ丘球場整備事業費について、防球ネッ
トを増設したことによる成果は。

答：�福島県高等学校野球連盟の春季大会、秋季大
会などが再開され、信夫ケ丘球場の賑わいが
戻ってきた。大会において、ファールボール
の飛び出しはなかった。

令和６年度決算の詳細については市政
だより９月号や市のホームページにも ⇨
掲載されております。

令和６年度の決算を審査 ～決算特別委員会～
決算
審査

定例会議初日に速やかな
対応が必要な議案を審議

先議

※緊急銃猟制度
　人の日常生活圏にクマや
イノシシが出没した場合、
一定の条件を満たしたとき
に、市町村長の判断により
銃器を使用した捕獲等がで
きる制度。
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　災害時のトイレ環境の整備を図るため、災害
用自走式トイレカーを取得する。規格は、個室
５部屋（男性用２、女性用２、バリアフリー１）、
オストメイト対応、４輪駆動のオートマチック
車、乗車定員は３名、契約金
額は、３千80万円となる。
（主な質疑と答弁）
問：�機能の詳細と災害時の他
自治体への派遣について。

答：�トイレは水洗式であり、約400回の使用が
可能。汚物タンクが３分の２以上になると
アラームで知らせる仕組みである。
内閣府の災害対応車両登録制度への登録
や災害時相互応援協定などによる被災地
への迅速な支援が可能となる。

　令和８年６月にパルセいいざかでの開催が決
定している国際会議をはじめ、様々なコンベン
ションに対応できるよう受け入れ環境の整備を
行う。
（主な質疑と答弁）
問：�今回の改修を契機にさらなる誘致活動を行
うとのことだが、パルセいいざかと今後整
備予定の福島駅前交流・集客拠点施設が競
合することにならないか。

答：��パルセいいざかは、温泉地であることが強
みであり、福島駅前交流・集客拠点施設は、
駅前で交通の利便性が良いことなどが強み
である。それぞれの施設の特長をいかすこ
とで、主催者の様々な要望に応じることが
でき、誘致拡大に繋がると考える。

　来年度に予定していた警戒レベル４で開設さ
れる避難所の小中学校13校の体育館への大型
スポットエアコン整備事業を前倒しして実施す
る。また、レベル３で開設される避難所の小中
学校10校については、今年度、既に整備を進
めている。
（主な質疑と答弁）
問：エアコンの機能と13校の内訳は。
答：�エアコンは、冷房と暖房の両方が使用可能。
設置する学校の内訳は以下のとおり。

小学校（８校）：�三河台、南向台、森合、笹谷、
湯野、平田、野田、庭塚

中学校（５校）：�渡利、蓬萊、信陵、北信、
信夫

　開館から25年が経過した、もにわの湯につ
いて、設備の老朽化による故障やレジオネラ属
菌の検出などが発生していることから、施設の
長寿命化と衛生面における安全性の確保を図る
ため、ろ過器の更新を行う。
（主な質疑と答弁）
問：�ろ過器とボイラーの両方を更新するのか。
また、レジオネラ属菌の発生件数と設備更
新の理由について伺う。

答：�いずれも更新予定だが、今年度は、ろ過器
のみの更新となる。レジオネラ属菌の発生
件数は、令和元年度と令和２年度の計２件
で、それ以降の検出は確認されていない。
設備更新の理由は、ろ過器の
耐用年数を鑑み、今後の発生
を抑制するためのもの。

財産取得の件
（災害用自走式トイレカー）

飯坂温泉観光会館施設
改修事業

学校体育館エアコン
整備事業の前倒し

もにわの湯設備更新

PICK UP 各常任委員会および分科会に付託された議案審査の
主な内容を紹介します。

総務

経済
民生

文教
福祉

建設
水道
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デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
デ
フ
サ
ッ
カ
ー
選

手
と
触
れ
合
え
る
今
後
の
応
援
企
画
は
。

Ａ　

10
月
26
日
に
福
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
の
ホ
ー
ム

戦
で
、
県
が
県
聴
覚
障
害
者
協
会
の
ブ
ー
ス
で
行
う
デ

フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
応
援
Ｐ
Ｒ
に
合
わ
せ
、

市
も
ホ
ー
ム
戦
の
誘
客
、
当
該
企
画
の
広
報
に
努
め
る
。

　

11
月
上
旬
の
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ッ
カ
ー
男
女
日
本

代
表
の
直
前
合
宿
に
、
広
く
見
学
を
呼
び
か
け
子
ど
も

た
ち
が
デ
フ
サ
ッ
カ
ー
を
体
験
で
き

る
機
会
を
検
討
し
た
い
。
加
え
て
、

横
断
幕
や
の
ぼ
り
旗
の
掲
示
、
関
係

機
関
へ
の
貸
し
出
し
な
ど
、
応
援
機

運
の
醸
成
に
努
め
て
い
く
。

鈴す
ず
き木　

正ま
さ
み実

�

Ｑ　

異
常
な
高
温
に
よ
る

モ
モ
へ
の
障
害
や
渇
水
被
害
に
対
す
る

農
家
へ
の
支
援
策
は
。

Ａ　
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
異
常
気
象
が
発
生
し
、

果
樹
農
家
な
ど
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
た
め
、

気
候
変
動
適
応
型
農
業
支
援
事
業
を
構
築
し
、
渇
水
被

害
対
策
の
た
め
の
井
戸
掘
削
や
猛
暑
な
ど
か
ら
農
作
物

を
保
護
す
る
た
め
の
自
動
か
ん
水
装
置
、
細
霧
冷
房
装

置
の
導
入
な
ど
に
係
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

極
端
化
す
る
気
象
へ
の
対
策
の
必
要
性
や
支
援
策
を
生

産
者
に
周
知
し
、
気
候
変
動
対
策
を
推
進
す
る
。
さ
ら

に
長
期
的
な
対
策
と
し
て
、
高
温
耐
性
型
品
種
の
開
発

を
加
速
す
る
よ
う
県
へ
の
要
望
を
続
け
る
。

山や
ま
だ田　

裕ゆ
た
か

　�

Ｑ　

自
衛
隊
員
の
集
団
市

街
歩
行
訓
練
が
市
民
に
不
安
や
恐
怖

を
与
え
て
お
り
、
訓
練
時
に
事
前
報
告

を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。  

Ａ　
福
島
駅
周
辺
で
の
市
中
パ
レ
ー
ド
な
ど
の
行
事
は
、

自
衛
隊
に
対
す
る
市
民
の
理
解
と
安
心
感
の
醸
成
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
、
市
へ
の
後
援
依
頼
と
合
わ
せ
事

前
に
自
衛
隊
か
ら
情
報
提
供
さ
れ
て
い
る
。
市
内
道
路

で
の
歩
行
訓
練
は
、
警
察
署
へ
道
路
使
用
許
可
申
請
を

経
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
安
全
面
に
配
慮
さ
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
市
と
し
て
事
前
報
告
を
求
め
る
考

え
は
な
い
が
、
市
民
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、
駐

屯
地
へ
確
認
し
、
状
況
を
把
握
の
う
え
説
明
し
て
い
く
。

 

一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

●
記
事
の
内
容
　
掲
載
し
て
い
る
質
問
・
答
弁
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
録
画
中
継
や
会
議
録
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
録
画
中
継
　
　
各
記
事
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
録
画
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

浦う
ら
の野　

洋よ
う
た
ろ
う

太
朗
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Ｑ　

今
後
の
防
災
Ｄ
Ｘ
の

展
開
と
課
題
は
。

Ａ　

業
務
見
直
し
と
合
体
し
た
革
新
と
捉
え
、
的
確
な

情
報
収
集
と
伝
達
共
有
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
今
後
、
発
災
前
の
気
象
情

報
や
河
川
水
位
な
ど
の
情
報
か
ら
、
避
難
所
の
開
設
受

け
入
れ
、
被
災
状
況
の
把
握
、
被
災
者
支
援
ま
で
の
デ
ー

タ
が
一
連
で
流
れ
る
仕
組
み
の
構
築
に
向
け
た
運
用
を

検
討
し
て
い
く
。
防
災
Ｄ
Ｘ
は
、
職
員
の
負
担
軽
減
、

的
確
な
対
応
、
人
口
減
少
下
で
の
体
制
確
保
に
つ
な
が

る
が
、
課
題
と
な
る
デ
ジ
タ
ル
弱
者
へ
の
対
応
を
研
究

し
て
い
く
。

根ね
も
と本　

雅ま
さ
あ
き昭

�

Ｑ　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

に
よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、
処
理
施
設

へ
セ
ン
サ
ー
や
散
水
設
備
と
組
み
合
わ

せ
た
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
取
り
入
れ
る
こ

と
へ
の
見
解
と
こ
れ
ま
で
の
予
防
策
は
。  

��

Ａ　

資
源
に
で
き
な
い
埋
め
る
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ

た
場
合
、
資
源
化
工
場
で
破
砕
な
ど
の
処
理
が
な
さ
れ

る
た
め
、
火
災
報
知
器
と
連
動
す
る
散
水
設
備
、
酸
素

濃
度
を
低
下
さ
せ
る
蒸
気
防
爆
装
置
の
装
備
な
ど
、
防

火
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
安
定
的
、
持
続
的
な
ご

み
処
理
機
能
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
分
別
回
収
の
取

り
組
み
と
合
わ
せ
、
施
設
の
更
新
や
大
規
模
改
修
に
合

わ
せ
た
施
設
整
備
な
ど
、
実
効
性
の
高
い
防
火
対
策
に

引
き
続
き
努
め
る
。菅す

が
わ
ら原　

美み

ち

こ
智
子

��

Ｑ　

鎌
田
地
区
の
丸
子
堰
、

本
内
堰
の
用
水
路
越
水
被
害
は
、
水
門

管
理
の
み
で
は
対
応
で
き
な
い
た
め
、

雨
水
の
緊
急
放
水
路
、
一
時
貯
留
施
設

を
設
置
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

Ａ　

浸
水
被
害
軽
減
に
は
、
流
す
対
策
に
加
え
、
遅
ら

せ
る
対
策
も
必
要
で
あ
り
、
一
時
貯
留
施
設
は
有
効
な

手
法
で
あ
る
た
め
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
さ
ら
に
効
果
を
高
め
る
た
め
、
行
政
だ
け
で

な
く
民
間
で
も
貯
留
施
設
や
浸
透
桝
な
ど
の
設
置
な
ど
、

官
民
共
創
に
よ
る
流
出
抑
制
の
促
進
が
必
要
と
考
え
る
。

鎌
田
地
区
に
お
い
て
も
、
流
す
対
策
の
ほ
か
、
遅
ら
せ

る
対
策
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
し
、
官
民
共
創
に
よ
り

流
域
全
体
で
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
。
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小お

の野　

京き
ょ
う
こ子 
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市
立
幼
稚
園
、
保
育

所
、
認
定
こ
ど
も
園
の
再
編
成
方
針
の

基
本
的
考
え
方
は
。

Ａ　

市
立
幼
児
教
育
・
保
育
施
設
の
役
割
と
し
て
質
を

さ
ら
に
高
め
る
拠
点
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
休
日
・

病
児
保
育
な
ど
の
提
供
、
教
育
・
保
育
の
受
け
皿
確
保

と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
区
域
ご
と
に
拠
点
施

設
を
設
置
し
、
築
50
年
以
上
の
老
朽
施
設
は
統
廃
合
し
、

再
整
備
も
し
く
は
民
間
施
設
へ
機
能
を
移
す
。
さ
ら
に
、

ニ
ー
ズ
と
定
員
が
見
合
う
よ
う
施
設
の
定
員
を
調
整
し
、

子
ど
も
の
育
ち
に
必
要
な
集
団
を
作
れ
る
規
模
が
確
保

で
き
る
よ
う
、
市
立
幼
稚
園
を
統
廃
合
し
、
認
定
こ
ど

も
園
化
ま
た
は
民
間
施
設
へ
機
能
を
移
す
。

村む
ら
や
ま山　

国く
に
こ子

�

Ｑ　

不
登
校
の
子
ど
も
と

親
の
支
援
に
つ
い
て
、
介
護
休
業
制
度

の
よ
う
な
不
登
校
休
業
制
度
の
創
設
、

看
護
休
暇
の
拡
充
な
ど
育
児
と
仕
事
の

両
立
に
対
す
る
支
援
が
早
急
に
求
め
ら

れ
る
が
、
見
解
は
。

Ａ　

不
登
校
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
は
、
我
が
子
の

将
来
へ
の
不
安
や
仕
事
と
の
関
係
な
ど
、
多
く
の
悩
み

を
抱
え
て
い
る
。
保
護
者
対
象
の
新
た
な
休
業
制
度
な

ど
は
国
に
お
い
て
検
討
・
整
備
す
べ
き
も
の
と
捉
え
て

い
る
。
本
年
４
月
に
育
児
・
介
護
休
業
法
に
お
け
る
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
関
す
る
判
断
基
準
が
見

直
さ
れ
、
子
ど
も
が
不
登
校
に
至
る
事
例
も
国
会
で
議

論
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

佐さ
は
ら原　

真ま

き紀

�

Ｑ　

子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
、
環
境
に
配
慮
し
た
地

域
づ
く
り
の
観
点
で
、
制
服
リ
ユ
ー
ス

に
対
す
る
考
え
は
。

Ａ　

制
服
の
リ
ユ
ー
ス
は
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
だ
け

で
な
く
、
資
源
の
有
効
活
用
や
ご
み
の
削
減
、
地
域
の

共
助
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
も
つ

な
が
り
、
有
益
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
団
体
な
ど
に
よ
る
リ
ユ
ー
ス
活
動
が
行

わ
れ
、
自
主
的
な
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
お
り
、
市
民

が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
後
押

し
、
企
業
と
の
連
携
の
可
能
性
も
含

め
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

二に
か
い
ど
う

階
堂　

利り

え枝

�

Ｑ　

子
ど
も
た
ち
が
農
業

に
関
心
を
持
つ
た
め
、
中
学
校
で
農
業

に
特
化
し
た
部
活
動
の
設
置
、
地
域
と

連
携
し
野
菜
、
果
物
や
米
な
ど
を
育
て

る
取
り
組
み
が
必
要
だ
が
見
解
は
。

Ａ　

地
域
の
協
力
を
得
て
、
米
や
野
菜
、
果
物
な
ど
を

育
て
る
体
験
は
、
農
業
を
身
近
に
感
じ
、
楽
し
さ
や
や

り
が
い
を
実
感
し
、
地
域
へ
の
愛
着
、
誇
り
の
醸
成
、

食
育
推
進
へ
の
寄
与
、
農
業
と
科
学
の
密
接
な
関
係
の

理
解
な
ど
、
教
育
的
価
値
の
高
い
活
動
で
あ
る
。
多
く

の
学
校
で
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
体
験
を
行
っ
て
い

る
。
部
活
動
の
設
置
は
、
自
主
的
、
自
発
的
な
活
動
で

あ
り
、
活
動
場
所
と
指
導
者
の
確
保
な
ど
の
要
件
を
踏

ま
え
、
各
学
校
が
判
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

宍し
し
ど戸　

一か
ず
て
る照

�

Ｑ　

四
季
の
里
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
、
運
営
方
針
、
施
設
活
用
方
針

に
つ
い
て
、
今
後
の
進
め
方
は
。

Ａ　

開
園
か
ら
30
年
が
経
過
し
、
様
々
な
課
題
が
生
じ

て
い
る
。
新
た
な
視
点
で
運
営
す
る
た
め
、
実
湧
満
彩

な
四
季
の
移
ろ
い
を
感
じ
な
が
ら
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
時
間
を
忘
れ
て
楽
し
め
る
公
園
と
し
整
備
を
図
る
。

農
業
に
関
す
る
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の
導
入
や
定
期
的
な

朝
市
な
ど
を
実
施
し
、
福
島
ら
し
さ
を
生
か
し
た
コ
ン

テ
ン
ツ
の
展
開
、
農
畜
産
物
を
使
用
し
た
食
事
や
軽
食

が
取
れ
る
場
所
の
整
備
、
子
ど
も
遊
び
場
の
充
実
を
図

る
。
空
き
施
設
は
、
運
営
事
業
者
を
募
集
し
、
民
間
事

業
者
の
知
見
を
生
か
し
て
施
設
全
体
の
充
実
を
図
る
。

佐さ

さ

き
々
木　

優ゆ
う

�

Ｑ　

加
齢
性
難
聴
の
補
聴
器

購
入
に
お
い
て
、
難
聴
と
認
知
機
能
低

下
と
の
関
連
に
つ
い
て
本
市
も
調
査
研
究

に
よ
り
状
況
を
掴
む
べ
き
だ
が
見
解
は
。

Ａ　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

し
、
令
和
５
年
調
査
で
は
、
耳
の
聞
こ
え
の
項
目
で
高

齢
者
約
３
千
人
の
４
・
２
％
、
１
２
５
人
が
補
聴
器
使

用
、
１３
・
５
％
、
３
９
８
人
が
聞
こ
え
で
困
っ
て
い
る

と
回
答
を
頂
い
た
。
補
聴
器
購
入
補
助
の
実
施
自
治
体

は
、
難
聴
と
認
知
機
能
低
下
の
関
連
性
に
関
す
る
独
自

基
準
は
特
に
な
く
、
対
象
要
件
を
聴
力
な
ど
に
定
め
実

施
し
て
い
る
。
難
聴
と
認
知
機
能
低
下
の
関
連
性
は
、

全
国
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
国
に
よ
る
究
明
が
図
ら
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
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七な
な
し
ま島　

奈な

お緒

　�

Ｑ　

移
住
促
進
に
向
け
、

関
係
人
口
の
創
出
へ
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

ふ
る
さ
と
納
税
を
は
じ
め
と
す
る
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
や
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
都
市
ブ
ラ
ン
ド
向

上
な
ど
に
よ
り
関
係
人
口
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

積
極
的
に
対
外
へ
と
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
都
市
ブ

ラ
ン
ド
の
向
上
に
努
め
、
子
育
て
支
援
と
教
育
の
充
実
、

新
産
業
の
創
出
、
賑
わ
い
づ
く
り
と
文
化
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
、
Ｄ
Ｘ
の
ほ
か
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
里
づ
く
り
や
納
豆
の
ま

ち
ふ
く
し
ま
な
ど
、
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
次
世
代
を
育
み
や
す
い
ま
ち
、
個
性
的
な

も
の
が
躍
動
す
る
面
白
い
ま
ち
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
を
進
め
、
関
係
人
口
創
出
を
図
る
。

議会の運営などに関する協議や調整を行う
ために各種検討会を設置しています

議会改革検討会
　今後の議会のあり方及び議会に係る諸課題や議会基
本条例の施行状況の確認、検討を行います。

座　長
羽田　房男（副議長　市民21）

副座長
小松　良行（真政会）

委　員
川又　康彦（真結の会）
小野　京子（公明党）

沢井　和宏（市民21）
山田　　裕（日本共産党）

※議会基本条例の施行状況についてはこちらから⇒

各議員の氏名の下にある二次元コード
から市議会HPの録画映像をご覧いた
だけます。
（公開期間は11月末日まで）

録画中継は
こちらから▼

市議会傍聴マスコットを
紹介します　

政務活動費検討会
　議員の調査研究その他活動に資するため必要な経費
の一部として交付される政務活動費のあり方や諸課題
について検討を行います。

座　長
羽田　房男（副議長　市民21）

副座長
丹治　　誠（公明党）

委　員
七島　奈緒（真政会）
遠藤　幸一（市民21） 

根本　雅昭（真結の会）
佐々木　優（日本共産党）

※政務活動費についてはこちらから⇒

議会活動推進検討会
　市議会だよりやホームページをはじめとした議会広
報の充実や議会図書室の管理、議会活動のペーパーレ
ス化やICT化の推進など、議会活動を推進するための
協議、検討を行います。

座　長
羽田　房男（副議長　市民21）

副座長
村山　国子（日本共産党）

委　員
佐藤　　勢（真政会）
佐原　真紀（市民21）

菅原美智子（真結の会）
高木　直人（公明党）

※市議会の広報はこちらから⇒

　福島市議会では、８月から本会議
を傍聴する方へ傍聴パスポートをお
渡ししております。なお、パスポー
トには、生成ＡＩにより作成したマ
スコットキャラクターがデザインさ
れております。
　マスコットは、市の鳥であるシジュ
ウカラをモチーフとしております。

※詳しくは、裏表紙（８頁）をご覧く
ださい。

シジュウカラきくちゃん
（市中から）

シジュウカラきくぞー
（市中から）

シジュウカラきくよ
（市中から）
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～電子採決システムによる採決結果～ （〇：賛成、×：反対）

会派名 真政会 真結の会 市民21 公明党 日本共産党 無
所属

区分
議員名

件名

採
決
結
果

浦
野
洋
太
朗

佐
藤　
　
勢

七
島　
奈
緒

石
山　
波
恵

白
川　
敏
明

萩
原　
太
郎

大
平　
洋
人

小
松　
良
行

半
沢　
正
典

黒
沢　
　
仁

渡
辺　
敏
彦

菅
原
美
智
子

二
階
堂
利
枝

根
本　
雅
昭

斎
藤　
正
臣

川
又　
康
彦

鈴
木　
正
実

二
階
堂
武
文

尾
形　
　
武

真
田　
広
志

宍
戸　
一
照

遠
藤　
幸
一

佐
原　
真
紀

沢
井　
和
宏

羽
田　
房
男

高
木　
克
尚

高
木　
直
人

丹
治　
　
誠

後
藤　
善
次

小
野　
京
子

山
田　
　
裕

佐
々
木　
優

村
山　
国
子

三
浦
由
美
子

市長
提出

６年度決算
各会計歳入歳出決算
認定

〇 〇
議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

〇 〇 〇 〇 × 〇

条例改正
市立学校条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

請願
米の安定供給等を求
める意見書提出方に
ついて

× × × × 〇 × 〇 〇

陳情
シルバーパスポート
制度に関することに
ついて

× × × × × × 〇 〇

・採決結果の〇は、提出された議案等に対して賛成多数で可決・採択されたことを示しています。
・採決結果の×は、提出された議案等に対して賛成少数もしくは賛成者なしで否決・不採択されたことを示しています。

～全会一致で可決等されたもの～
区分 件　　　　　　　　　　名

市長提出

７年度補正予算　一般会計／水道事業会計／各特別会計
６年度決算　水道事業会計決算認定／下水道事業会計決算認定及び剰余金処分／農業集落排水事業会
計決算認定
条例改正　市議会議員及び市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の公営に関する条例及び市
議会議員及び市長の選挙におけるビラの作成の公費負担に関する条例／個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例／手数料条例／市営住宅等条例／保育所条例／市立認定こども園条例
人事　教育委員会教育長任命／公平委員会委員選任／財産区管理委員選任／人権擁護委員候補者推薦
工事請負契約　北矢野目ポンプ場電気設備更新工事／松陵中学校（松陵義務教育学校）改築事業 既
存中学校校舎等解体工事／第二小学校エレベーター棟設置および北校舎外壁等改修工事
財産取得　災害用自走式トイレカー／消防ポンプ自動車／化学消防ポンプ自動車／高規格救急自動車
その他　市道路線の認定及び廃止

委員会、
議員提出

意見書　ガソリン税の暫定税率廃止に伴う地方財源の確保を求める意見書／太陽光パネルのリサイク
ルの義務化に関する法整備を求める意見書

請願 吾妻山の景観回復を求めることについて

議案等の審議結果

　９月22日、市議会全員協議会を開催し、第７次福島市総合計画まちづくり基本ビジョンの将来
構想等の中間報告について説明を受け、その後質疑を行いました。
◆主な質疑内容
　問：第７次総合計画において人口減少を共通のテーマとすることによる効果は。
　答：人口減少という課題が目に見えるかたちで共有化が図られる。
　　　�各部署の横断的な取組を１つにまとめられることによって、その効果が目に�

見えるかたちで進むことが期待される。

全員協議会を開催

全員協議会の概要はこちらから▶



ふくしま市議会だより　令和７年11月１日発行　（8）

令和７年度秋季議会報告会・
意見交換会を開催します

ファミリーぎじょー☆体験ツアー
（親子議場見学会）を開催しました

◆市議会広報に関するご意見をお寄せください。
　〒960－8601　福島市五老内町３番１号
　電話 024－525－3776　FAX 024－534－2520
　福島市議会 活動推進検討会あて
◆市議会ホームページをご覧ください。
　https://www.city.fukushima.fukushima.jp/
　gikai/index.html
発行：福島市議会　編集：活動推進検討会

◆12月定例会議の日程について
　12月定例会議は、11月16日㈰に福島市長選挙
が行われるため、日程は未定です。
　会議の日程は決定次第、市議会ホームページな
どでお知らせします。
　なお、12月定例会議で審議する請願・陳情の
締め切りは12月２日㈫午前11時です。

開 催 日 開催時間 会　　場

11月４日㈫ 午後６時00分 信夫学習センター

11月６日㈭ 午後１時30分 蓬萊学習センター
（分館）

●�事前申し込みは不要ですので、ご都合のよ
い会場へお気軽にお越しください。

●�議会報告会は、令和７年６月から令和７年
９月までに開催された議会の内容をお知ら
せいたします。

●�意見交換会は、テーマは設けず市政全般に
対するご意見をお聞きします。

　今回は上記２会場のほか、市議会へ関心を
持ってもらうため、他の２つの会場で青年、
女性の関係団体を対象に開催します。
　自由に参加いただける会場は、記載の２会
場となりますのでご了承願います。

トピックス 1

　７月27日と８月24日の２日間、市民に開
かれた議会をめざし、市議会への理解と関心
を深めていただくことを目的に、ファミリー
ぎじょー☆体験ツアー（親子議場見学会）を開
催しました。
　体験ツアーでは、４つのステップに分けて
福島市議会のことを学び、演壇でのAI文字
起こしや電子採決システムなどにより新しい
議場を体験していただきました。
　２日間で小学１～６年生の児童と
保護者のみなさんの合計70名にご参
加いただきました。

詳しい内容は
こちらから　▶
ご覧ください

トピックス 2

内容はこちらから▶

傍聴パスポートをお渡ししています

　福島市議会では、市議会への関心を高め、
傍聴への契機として頂くため、８月より傍聴
パスポートを無料でお渡ししています。パス
ポートのマスコットは、市の鳥であるシジュ
ウカラをモチーフに、画像生成AIで作成し
ました。傍聴受付時にパスポートを提示頂く
と傍聴日のスタンプを押印します。継続した
傍聴の記録などにご活用ください。

トピックス 3

９月定例会議の傍聴者に
インタビューを行いました

Ｑ　傍聴の目的を教えて
ください。
Ａ　市議会議員の方々が、
どういった活動をされて
いるのか、議会の様子を
知りたいと思い、傍聴に
来ました。
Ｑ　市民の方々に市議会
に関心を持ってもらうには？
Ａ　一般の方が、市議会を傍聴できること、
自身の生活に関係する議案など議会の内容を
知ってもらい、議会を身近に感じてもらうこ
とが必要だと思います。

左から、鴫原悠生さん（19
歳）、佐々木千楓さん（20歳）、
荒木ひなのさん（18歳）

※年齢は取材時

全国初？




